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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・従来は用地コストを小さくするために河床掘削を選択するケースが多かった。
・狭くて深い川は、環境に対するダメージが大きいだけでなく、治水上、維持管理上の問題点も多々ある
・河床掘削（深い川）、護岸整備等（粗度係数の減少）→流速の増加
・流速の増加
　外力の増大→被災ポテンシャルの増大
　河床低下→護岸被災
　維持管理費用の増大→三面張り化の進行
　洪水伝播速度の増大→下流への負担増
・安易に深い川をつくると環境面だけでなく、治水面でも問題が生ずる
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
既往研究として、以下のようなものがあります。非定常流を対象とし、不規則断面を持つ河道の貯留空間の断面幅に着目した貯留効果について以下の式を用いて検討されています。式の左辺は伝播に伴う水位ピークの逓減量を示しており、右辺の赤枠で囲った部分が主流域断面幅に対する貯留域断面幅の割合を示しています。

しかし、ハイドログラフの傾きの違いも貯留効果に影響を与えるのではないかと考えられます。断面が同じ場合、傾きが急なときの主流域を流下する流量Q1に対する側方の貯留空間への横流入q1の占める割合に比べ、傾きが緩いとき、主流域を流下する流量Q2は大きくなり、貯留空間への横流入q2は小さくなるためQ2に対するq2の占める割合は小さくなり、ここに示すような関係が成り立ちます。

ここで、貯留空間量の違いによる貯留効果への影響についても示すと、断面が小さい河道では、主流域を流下するQ1’に対する横流入q1’の割合は断面が大きい場合よりも小さくなり、ここに示すような関係が成り立ちます。
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